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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年４月２２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 不明（平成２１年８月２４日 ０５時２０分ごろ防波堤に衝突している本

船が発見された。） 

発生場所 長崎県対馬市上対馬町比田勝
ひ た か つ

港雷埼灯台から真方位１１０°４８０ｍ付近

（概位 北緯３４°３９.１′ 東経１２９°２９.１′） 

事故調査の経過  平成２１年８月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、疾患のため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 漁
りょう

徳
とく

丸、４.９８トン 

 ＮＳ３－８５４１３（漁船登録番号）、個人所有 

 １０.５２ｍ(Lr)×２.２６ｍ×０.７７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、昭和５６年４月２５日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 昭和５０年３月２７日 

  免許証交付日 平成１６年８月３０日 

         （平成２２年１月３１日まで有効） 

 死傷者等 負傷 １人（船長） 

 損傷 船首部圧損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長が１人で乗り組み、平成２１年８月２４日０４時００分ご

ろ、一本釣り漁の目的で、対馬市比田勝港網代船だまりを出港し、比田勝

港東北東方沖の漁場へ向け航行中、船長が意識を失い、比田勝港西泊沖防

波堤に衝突した。 

 本船は、０５時２０分ごろ、比田勝港西泊沖防波堤にほぼ直角に衝突し

た状態でいるところを、帰航中の僚船により発見され、横抱きされて比田

勝港西泊船だまりに入港した。 

船長は、救急車により病院に搬送された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 １、視界 良好 

海象：波浪 なし 

 その他の事項  船長は、搬送された病院で緊急手術を受けた。 

診断書には、肝損傷及び腸間膜損傷と診断され、また、意識障害の疑い

もあると記載されていた。 

船長は、比田勝港網代船だまりの防波堤を出たときの記憶はあるが、そ

の後めまいがして意識がなくなり、比田勝港西泊沖防波堤に衝突したこと
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も搬送されたことも覚えていなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船が比田勝港網代船だまりを出港後、単独で

操船中の船長が意識不明となり、比田勝港西泊沖

防波堤に向首して航行し、同防波堤に衝突したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、比田勝港網代船だまりを出港して漁場へ向け航行

中、単独で操船中の船長が意識不明となったため、比田勝西泊沖防波堤に

向首して航行し、同防波堤に衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

 




